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｜01 データ活⽤最前線と建設DXの現在地
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かつてないAIへの期待の⾼まり
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AI
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国内における直近のデータ活⽤のトレンド
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機械学習 DXビッグデータ

DWH‧解析SW

組織‧システム横断での
データ統合が難しく

成果に⾄らず

Deep Learning SaaS

データ統合の
重要性を学んだ

データ活⽤の
⽅法論を学んだ

Office365の普及、業務システムの
増加により蓄積される

業務データの量が⾶躍的に増加

⾦融‧⼩売‧製造業を筆頭に
データ活⽤の具体的な成果が

増えてきた

⼤きな
データ活⽤のPDCAの回し⽅、
具体的な成果をイメージできず

成果に⾄らず
⼤きな

汎⽤AIの登場が
データ活⽤のイメージメージを具体化

◯◯◯◯
l Chat GPT
l Gemini
l Copilot
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⾦融業の⾦融取引業務におけるデータ活⽤例
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基幹 Microsoft365 勘定系 営業店 市場系 証券‧資産運⽤

l 顧客⾏動の可視化
l パーソナライズされたマーケティング
l 顧客毎に最適な⾦融商品の提案
l 与信‧返済遅延リスクの予測 etc..

データ統合基盤

データ活⽤

構造化された
時系列の業務ログ
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製造業の⽣産‧⽣産管理におけるデータ活⽤例
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基幹 Microsoft365 ⽣産管理 SCM PDM/PLM CRM

l ⽣産プロセスの最適化と品質向上
l 需要予測に基づく在庫の最適化
l ⼈員配置の最適化
l 製品の予知保全など新サービス創出 

etc..

データ統合基盤

データ活⽤

構造化された
時系列の業務ログ
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｜02 建設DXの現状とAI活⽤に向けての課題
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建設業の施⼯管理業務はどうか？
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基幹 Microsoft365 ◯◯◯◯ ◯◯◯◯ ◯◯◯◯ ◯◯◯◯

⽣きた業務ログを
どの程度蓄積できているか？
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建設DXの難しさ
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複雑過ぎる業務フロー 部分最適アプリが先⾏

l 多岐にわたる関係者
l 膨⼤な種類の図⾯‧図書‧帳票
l 現場管理‧作業の属⼈化 etc..

l ⼀部の業務をデジタル化するアプリ
l BoxやOffceなど汎⽤ツールの組合せ
l 現場毎に異なるアプリとツール etc..

課題の特定が難しく
包括的なソリューション、

業務に精通したベンダーが少ない

業務データの散在が業務プロセスの
分断を招き、業務データを適切に

蓄積できておらずAI活⽤が困難な状況
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国内における直近のデータ活⽤のトレンド
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機械学習 DXビッグデータ

DWH‧解析SW

組織‧システム横断での
データ統合が難しく

成果に⾄らず

Deep Learning SaaS

データ統合の
重要性を学んだ

データ活⽤の
⽅法論を学んだ

Office365の普及、業務システムの
増加により蓄積される

業務データの量が⾶躍的に増加

⾦融‧⼩売‧製造業を筆頭に
データ活⽤の具体的な成果が

増えてきた

⼤きな
データ活⽤のPDCAの回し⽅、
具体的な成果をイメージできず

成果に⾄らず
⼤きな

汎⽤AIの登場が
データ活⽤のイメージメージを具体化

◯◯◯◯
l Chat GPT
l Gemini
l Copilot

再掲
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建設業のデータ活⽤の現在地はどこか？
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機械学習 DXビッグデータ

DWH‧解析SW

組織‧システム横断での
データ統合が難しく

成果に⾄らず

Deep Learning SaaS

データ統合の
重要性を学んだ

データ活⽤の
⽅法論を学んだ

Office365の普及、業務システムの
増加により蓄積される

業務データの量が⾶躍的に増加

⾦融‧⼩売‧製造業を筆頭に
データ活⽤の具体的な成果が

増えてきた

⼤きな
データ活⽤のPDCAの回し⽅、
具体的な成果をイメージできず

成果に⾄らず
⼤きな

汎⽤AIの登場が
データ活⽤のイメージメージを具体化

◯◯◯◯
l Chat GPT
l Gemini
l Copilot
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｜03 AI活⽤に必須となる統合プラットフォーム
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課題の原因
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Box

図⾯‧モデル

アプリメール

指摘管理表 会議事録 関係者間のやりとり

データが複数のツールに散在し、データ同⼠の繋がりが個⼈の記憶に依存

個⼈の記憶

本⼈じゃないと
データの所在は
分かりませんね

データの所在と繋がり

SharePoint OneDrive

検査‧写真
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SharePoint

物件A

物件B

物件C

OneDrive

物件A

物件B

物件C

ツール毎に存在するプロジェクトフォルダ

15

⼤量のコピーデータが発⽣し、管理も⾏き届かないためデータの真正性に疑問が⽣じる

Box

物件A

物件B

物件C

メール

物件A

物件B

物件C

アプリ

物件A

物件B

物件C

最新の図⾯はどれ？
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データの分断が業務の分断を招いている
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ソリューションによって紙ベースの情報がデジタルデータ化されたが、業務プロセスごとに乱⽴したソリューション同⼠の
データ連携が⾏われておらず、⼿動によるデータ連携等を強いられ、⼯数が増し、業務プロセスが分断される

業務① 業務② 業務③ 業務④ 業務⑤

ツールA ツールB ツールC ツールD ツールE

⼿動での
データ連携

⼿動での
データ連携

⼿動での
データ連携

⼿動での
データ連携

l ⼯数の増加
l ヒューマンエラーによるデータの真正性の⽋如
l 不要な⼿戻りの発⽣に伴う損害
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これからのDXの主流｜業務とデータを繋ぐ統合プラットフォーム
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項⽬ ＼ 業務 OA 営業‧マーケ‧CRM 建設業務

統合プラット
フォーム Microsoft 365 Salesforce

連携可能な
他社サービス例

Box
Okta

名刺管理
Web接客

Teams‧Sharepoint
Box‧GIS etc..

業務間のデータ連携を強化 → 業務プロセスを最適化
l 幅広い業務領域を包括的にデジタル化するソフトウェア群
l 業務‧ソフトウェア間のスムーズなデータ連携
l 関係者間のコミュニケーションの統合
l エコシステムの中核であり、他社サービスとの接続が容易
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ACCの主要機能サマリ
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連携を通じて
⾼品質な建築を実現

施⼯

Autodesk Construction Cloud は、建設PJのあらゆる段階でチーム‧データ‧ワークフローを
繋いで、建設PJ全体のコミュニケーションを⼀元化‧最適化し、適切な意思決定の⽀援‧業務の効
率化‧リスク低減‧利益向上を実現する建設プロジェクト向け統合プラットフォームです。

積算

2D
数量拾い

3D
数量拾い

ミーティング 指摘事項 検査フォーム

マーク
アップ

バージョン
管理‧⽐較

ワーク
フロー 仕様図⾯‧3D

ビューワー ブリッジ

ファイル管理｜ファイル共有｜権限管理｜アクティビティ ログ

提出物 写真 情報提供依頼

アセット コストマネジメント

データ
分析

設計

デザイン
レビュー

⼲渉
チェック

設計コラボレーション

ドキュメント管理
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ACC：建設業務とデータを繋ぐ統合プラットフォーム
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包括的な業務のデジタル化と業務間のシームレスなデータ連携により業務プロセスの全体最適を実現するもの

OA系業務プロセスの全体最適 建設業務プロセスの全体最適
BIM

Collaborate Build Takeoff Autodesk
AIOutlook Teams Office Copilot

OneDrive
Sharepoint Docs

Microsoft365

営業 設計 施⼯ 維持
管理

業務
①

業務
②

業務
③

業務
④
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課題の原因
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Box

図⾯‧モデル

アプリメール

指摘管理表 会議事録 関係者間のやりとり ⼿書きメモや写真

データが複数のツールに散在し、データ同⼠の繋がりが個⼈の記憶に依存

個⼈の記憶

本⼈じゃないと
データの所在は
分かりませんね

データの所在と繋がり

SharePoint OneDrive

再掲
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ACCによるデータマネジメントのイメージ
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指摘

ACCの中であらゆるデータが相互に繋がり業務プロセスを最適化する

議事

メール

検査‧写真

資材 コスト

図⾯‧モデル



© 2025 Autodesk. All rights reserved.

PJ単位で構成されるACCのワークプレイス

図⾯‧BIM 各種ファイルユーザー

ワークフロー指摘事項 レポートetc..

Ａプロジェクト

図⾯‧BIM 各種ファイルユーザー

ワークフロー指摘事項 レポートetc..

Ｂプロジェクト

図⾯‧BIM 各種ファイルユーザー

ワークフロー指摘事項 レポートetc..

Ｃプロジェクト

竣⼯後もプロジェクト単位に
データセットがアーカイブされる

22

nユーザー‧データセット‧ツールがPJ単位で構成
lプロジェクト横断で共通化されるオペレーション、フォルダ構成
l竣⼯後もプロジェクト単位で全ての情報がアーカイブされるため、
次のプロジェクトでのデータ活⽤が容易
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｜04 業務プロセスの最適化1st
〜ユースケース：ACCによる提出図書管理の最適化〜
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ACCによる提出図書管理の最適化
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提出図書管理の現状と課題
n 煩雑な進捗管理：
数百種類に及ぶ提出図書の提出⽇や実績をExcelで⼿動管理されてお
り、⼊⼒ミスや最新版の把握が困難

n ⾮効率なレビュープロセス：
図書の共有はBox、承認レビューのやり取りはメールやチャット、
Excelに分散しており、コメントの⾒落としや履歴の追跡が困難

n レビュー内容、状況の可視化不⾜：
各図書レビューの内容や経緯、進捗状況を把握するのが難しく、
図書レビューに膨⼤な時間を要し、⼯程全体の遅延を招いている

n 情報の⼀元管理の⽋如：
図⾯、レビューコメント、承認履歴など、出図に関する情報が様々
なツールに散在し、必要な情報を⾒つけるのが困難で、新旧図⾯の
混在が不要な⼿戻りを招いている

１物件あたり数百種類以上の図書
施⼯図の承認済んで
ないのに⼯事が
始まってるし..
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ACCによる提出図書管理の最適化｜従来のやりとり
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ゼネコン設計事務所

◯◯不動産

メール
Outlook

Exchange 他

チャット
Teams
Blob 他

図書提出
PDF‧Excel

Box 等

指摘管理
Excel

OneDrive 他

提出管理
Excel

Sharepoint 他

対⾯会議による進捗確認

デジタルなのに⾮効率
n 決まったワークフローがない：

l ツールの使い分けにより⽣じる無駄な⼯数
l データの取り違えによる⼿戻りの発⽣

n Excelと⽉イチ会議での進捗確認：
l Excelの表を⾒るのが⾯倒で図⾯の提出が遅れがち
l 誰がボールを持っているかが分からない

n 繰り返される同じ指摘：
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ACCによる提出図書管理の最適化｜「提出物」の活⽤
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Build｜提出物の特⻑
n 提出物の⼀元管理と進捗の可視化：

l すべての提出物をACC上に⼀元管理し、リアルタイムで提出状況、
レビュー状況、承認状況をダッシュボードで可視化

l Excelでの⼿動管理から解放され、最新の進捗を正確に把握

n 承認ワークフローとレビュー機能：
l 提出図書のワークフロー機能を搭載
l 提出された図⾯はACC上で直接レビューでき、コメントやマーク
アップを直接図⾯に書き込むことが可能

l ワークフローは、担当者‧部署間、社外関係者間設定が可能
l メール等のやり取りを最⼩限に抑え、承認プロセスを効率化

n コミュニケーションの集約と履歴管理
l 図⾯レビュー（コメント、質疑応答など）を提出物上で完結させ、
情報の散逸を防⽌

l 図書承認レビューの履歴が可視化され、後⼯程の担当者が当該図書
の意図を把握するのが容易となる

l 関係者間で誰が何をいつまでに提出するのかを共有
l 各図書の提出‧レビュー状況が可視化

ワークフロー機能｜図書承認レビュー

l 単⼀画⾯内での図⾯‧BIM‧関連書類の参照
l コメント⼊⼒‧指摘事項による修正指⽰

提出図書⼀覧
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提出物｜提出書類の⼀元管理

27
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提出物｜提出書類の⼀元管理

28

図書の種別‧名称
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提出物｜提出書類の⼀元管理
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対応期限現作業の担当者
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提出物｜提出書類の⼀元管理

30

ステータス
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提出物｜提出書類の⼀元管理

31
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提出物｜ワークフロー機能

32
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提出物｜モバイルアプリ
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提出物｜モバイルアプリ
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承認済み施⼯図⼀覧
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提出物｜モバイルアプリ

35
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提出物｜モバイルアプリ

36
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ACCによる提出図書管理の最適化｜業務フローイメージ

37

社内外関係者間の図書の提出管理‧レビュー‧現場への展開を単⼀画⾯で提供

ゼネコン

設計事務所

1 図書提出指⽰
◯◯不動産

2 図書作成

3 レビュー‧指摘

4 修正 8 修正

10 関係者への
図書公開

11 当該⼯事に
着⼿6 図書提出

7 レビュー‧指摘 9 レビュー‧承認

5 レビュー‧承認

初版 xx版 xx版 承認
済
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ACCによる提出図書管理の最適化｜AI活⽤に向けての狙い
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n 単⼀のワークプレイスによる業務効率化：
l 図書の管理、承認⼀連の業務フロー、コミュニケーション、
データがACCという「単⼀のワークプレイス」に集約され、
メール、チャット、Boxなど、複数ツールの使い分けに要した膨⼤
な⼯数の削減と情報の散在による混乱からの脱却に成功

n プロジェクト全体のスピードアップ：
l ⾃社内はもちろん、関係者全員（ゼネコン、設計事務所）との
図書⾯承認プロセスの効率化により、承認遅延のリスクを低減し、
各⼯程への着⼿準備を迅速化

n ⼿戻りの削減と品質向上：
l 最新の正確な図⾯と承認状況を関係者全員で共有できるため、
⼿戻りや認識齟齬によるミスを削減し、施⼯品質の向上に貢献

l 図書のレビュー‧承認の経緯が後⼯程の担当者も容易に把握する
ことが可能となり、図書の意図を正確に理解

n データ活⽤の⾼度化：
l 図書承認の証跡がすべてシステム上に記録されるため、
関係者間の誤解‧誤認が⼤幅に減少

l 通監査対応やコンプライアンス遵守の強化にも貢献
l ⼀連の図書承認の過程で実施される関係者間のやり取りには
各社の重要なノウハウ‧洞察が含まれおり、ACCはそれらの
業務ログを構造化データとして時系列に保存する

提出物の導⼊効果 ACCは⼀度で⼆度オイシイ

特定部位に
集中する
問題の発⾒

問題の
原因分析の加速

リスクの⾼い
指摘事項の
⾃動識別

作業指⽰書の
⾃動⽣成補助

AI

時系列で蓄積する
多⾯的な業務ログ

構造化されたデータ
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業務プロセスを最適化すれば⽣きた業務データは⾃然と集まる
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ACCによる業務プロセスの最適化

⽣きた業務データをAIで分析構造化‧時系列の
⽣きた業務データ
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｜05 ACC ✕ AIが⽬指す建設DXの未来



© 2025 Autodesk. All rights reserved.

ACCによる業務フローの標準化
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現場管理者 本社 本社 現場管理者

従来｜任意の⽅式

メール/チャット/電話 etc..

ベテラン社員の知⾒やノウハウ
を含む情報が蓄積される

ACCによる業務フローの標準化
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AIを活⽤する上でのACC＝CDEの重要性
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情報提供依頼

提出物

アセット

指摘事項

特定部位に集中する
問題の発⾒

問題の
原因分析の加速

リスクの⾼い
指摘事項の⾃動識別

作業指⽰書の
⾃動⽣成補助

ACC AI

時系列で蓄積する
多⾯的な業務ログ

構造化されたデータ
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AI活⽤の成果はステップバイステップ
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どのようなデータをAIに学習させ、
どのような課題を解決するか、
⽬標を設定P 実際にAIモデルを構築し、

現場で運⽤D
AIの学習データやアルゴリズムの
改善、運⽤⽅法の⾒直し etc..A AIの分析結果が現場の成果に

どう繋がったかを評価C

PDCAサイクルの積み重ねが仮説と結果のギャップを縮⼩し

未来を予測する精度が向上
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AI活⽤の成果はステップバイステップ
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どのようなデータをAIに学習させ、
どのような課題を解決するか、
⽬標を設定P 実際にAIモデルを構築し、

現場で運⽤D
AIの学習データやアルゴリズムの
改善、運⽤⽅法の⾒直し etc..A AIの分析結果が現場の成果に

どう繋がったかを評価C

PDCAサイクルの積み重ねが仮説と結果のギャップを縮⼩し

未来を予測する精度が向上

いかに早くACC環境を整備し
AI活⽤に着⼿するかが成功の鍵
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